
74.近江の弥生時代銅鉱

1.はじめに

近江における錦織はこれまでに、 12遺跡、 70数本が

出土している。その過半数は、安土町瓢飯山古墳③ (30

本)、Z剤事市追分古喰<%)(10数本)、志筑町大塚山古iJlCT

( 5本)の 3古繊の副葬品として出土している。古境

以外では、特に弥生時代遺跡からの出土数は緩めて少

ないのであって、このよとは近江においても例外では

なく 、以下に紹介する 9巡跡においても、 1本あるい

は5本筏皮の出土数である。ただ、余呉町桜内遺跡、に

おいて、これまで12本もの錦自族が出土しておリ、今後、

弥生時代銅絞め性俗を知るよで、m.婆な位滋を占める

ものと考える.

2 .守山市服郁遺跡，<J)

近江では最南部の錦織出土逃跡である。世車内第W様

式及室係V様式に相当する土署器類を伴ってill土したと

いわれる。 i盤側のよく発途した二等辺三角形状のもの

が3点、逆刺の小きいものが2点で、ともに手i"1l!であ

る。当iI跡からは、多数の総製及び打製のお鍬li出土

しているが、鉄燃は出土していないようである。

3 .安土町大中ノ湖遺跡<D

最も早い段階で発見さ札た水回遺構や盟hIな木~ffil

毒事を出ゴこしたことで著名な遺跡である。当逃跡地、らは、

100 本前後の石綴とともに 57.ドの銅線が出土している。

有益鍬で、 i並~11) lì小さい。 明確な遺構に伴わないが、

織内第I係式新段階から第邸機式までのこk号器類が出土

して必 '}、錦織としては、市い段階の出土例である。

4 .米原町入江内湖西野遺跡φ

I点のみ出土している。長さ 4cmで、鈴裂のずれが

見られる.矢倉川中小河川改修工.4¥.1ζ伴う発掘鯛設に

よリ出土したのであるが、やはり、包含胞からの出土

である.調査では、 3暗にわたワ、 l習位的に逃物を探

集したが、錦織li、撹乱を受けている級・上J弱から出土

しており、時代を版定することはできなかった.また、

弥生式土器としては、~ 1;僚式以降のものが出土して

いる.

5 .長浜市大辰巳遺跡①

工事中の発見であるが、その際の鮮側な観察及び以

後の強迎硝:伐により、第1lI様式及び~ 1V械式の土鮮を

伴う包含庖からの出土であることが判明した。長さ5.6

側、鉱身の横断商が菱形で、 i並剰jの小さい凹議長式有姦

鍬である。

6 .長浜市鴨回遺跡⑨

大型の錦織が1点出土している。 i並剥が非常に長〈、

鍬身に 3倒の孔が並列して~たれている。わずかに鱗

があって、横断面Iま愛形に近い。当遺跡では、大小多

数の滞やtt{沢地状のものが検出され、それらの桜土中

より、弥生時代中期からお墳時代中J切にかけてを中心

とする多量の遺物が出土している.錦織は、 ilH尺よ也状

の織Aとされているところより出土しているがお潟A

からの出土巡物も同僚に相当なi時期lt舗を持っており、

厳密・に時期決定をすることは悶難である.ただ、鋼織

がi並策1)の非常に発途した形態であり、むしろ、古成時

図 l 近江錦製品出土遺跡位置図
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代依餓に近似したものがあるところから、事事生時代で

も、さはど、さかのぼるものではなかろう.

7. ..浜市+思町遺跡'

.aさ3.9c閣の、凶器式手j;長織が 1.¥':1.出:1:.している.

逆刺はやや発ltし、銭身1:二等辺三角形状で、鏑を持

つ.この餅I!ll:、発m開催中に号Htさtlたものである

が、，1ftの結集で1:、弥生時Tピ終米紛の高係、あるい

は、 『欠山期J または r庄内湖』 に並.行する土鱒畿が

出土している
r-...L...t.__....._ ___~'1. 

i 滋賀県伊讐郡出土 r村名朱鮮Jの銅鎌

昭如12J卜3}-J頃に>>1.京帝'信仰物館に寄附されたもの

であるが、 1Jt合羽l出:t.とされる f.!Itで、出土地の詳細、

t!jj~状況ゅは不明である. 現存民J6 .47cm、現民放20.5

8を11十ゐ.ニ'!fJl1三角形状のものが4側1(1線状に連結

した状況にあるもので、r一度のi}Jj訟で縦数の倒鍛を生

iJlしたー絡の量級形態を示すi蛍物」とされ、弥生時代

後期の銅鉱のこ幹事4品といわれている.

9. r近江田発見JlJ とされる銅敏，11

.ぬ:m~1f物館か明治161J 7月3J8に鴎入した銅銭

て¥近江で発見されたらしいというゆ以外にぷ舗は明
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らかでな、、.現有:-fl23.1冊、現aR25gを針リ、伊香

郡~出土Ml と問機t二、二等辺三角形状のものが 6 倒車

線状に連結したもの.やはり、飼mの.'"形惣を~す

学~i応で也、弥':l:.時代後Mのものと考えら tしている.

10.余呉町後内遺跡。b

北俺自動"'，辺住必工事に1'1'-\\，現イ't:~錦繍1tが災.
されている.こtlまでに判明していることは、遺跡が

約30.0∞rげに及び、 iru，鼻が上.ド 2lB(節分的tニ3.v)に

わた 9分おしている等の広である.t.Jに、下層iltltl:、

遣跡線開の~t商事事に 1i形鴫訓軍事討があり、他の地~に

駁穴式住民f'事，r'が怜Iilされている.l干細な望書J!tf't3鍵1:
炎飽きれていないが、およそ、弥生時代後wlを中心と

するi1t物が111上しtいる.鍋鍬は、下刷遺憾の検l.lJ治

組、あるいは、 I'IO法制と問時1111の渦状のi蛍柵か ら出

土している.従って、物理作業が巡行4ilば、 JHI'-巡

物から、鋼t誌の附JOJを決定することカ'可能であるが、

一応、後期として大過ないものと思う.

きて.銅鎗1ま]2.出土している.この本倣11.、弥生

時代遣時では、鳥取県中獲が.遺跡の15':ドに次 fものの

ようであ q 、次いでは、愛知県保'~:rp:峨jtu専の 9-$:が
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図2 余呉町桜内遺銚出土銅鉱
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知られているが、大半が1本程度の出土であることと

比較すると、緩めて多数の出土という ζ とができる。

形態的には 3種類あるが、 12本中10本までが、凶器式

有;ya授で、 i単刺{ま小さく、 B焼身tこ鎖があって、機陸rr面
変形を呈する.この形状のものには、 3倒の孔が並列

して芸評たれているものがi点見られる。賂減、欠級が

はなはだしく、完存するものはないが、現存愛で1.9cm

-3.1cmを骨j'O.のこる l点、11、箆被の具られるもの

である.簸身li欠損が激しく、明石衝でないが、古.tJtか

ら出土する柳灘形の鍛身に箆絞のつくタイ プに近似し

ている。他1;1;、綴身だけの長さ3.5聞、幅2cmの大型で

凸悲式のヰr~織である。鋪はなく、厚さ 0.4 cmとQ.3f
である。なお、当遺跡からは、石鍛i立、打裂の間基無

益のむのが1点のみ出土しているにすきrない。またそ

の形態から中J切にさかのぼるようであり、従って、後

JUlに入る銭鎖1:1:、貌tEのところ錦織のみということに

なる.

11.おわりに

以上が近江における銅線出土遺跡及び遺物の概略で

ある.明確な逃械や単純な遺物包含層からの出土では

ないが、伴日iするi立物から、大中ノ抑ijir!跡が前期米か

ら中期中頃、大辰巳遺跡が中期後半、服部遺跡:が中WJ
後半から後期、 4袋内t堂島容が後期、鴨阻;遺跡が後期から

古邸時代前期の鋭敏とすることができる.これらの資

料だけで形式変遷に触れることはさげるが、現在のと

ころ、すべて宥茎であり、桜内遺跡の 2点、大中ノ湖

遺跡を除けば、いずれも凹法式である。また、迎車IJの

よく発達した二等辺三角形状のものと、法制の小さい、

柳業形に近い形態のものとがあるが、服部遺跡、では 5

とされているが、近江の西 .ji街地域に有茎のものが多

いのに対し、.*.北地域では無遂のものが多いと指摘

されている⑬。中j切に必ける近江の北部と南部の相~
は弥生文化の伝播経路とおおいに関係するのであるが

銅銭においても、桜内遺跡や鴨筒遺跡に見られるよう

な、自族身に肉干しを穿つ例は、古今T時代のものであるが、

岐阜県稲葉郡北一色古墳、さらには、東海地方に比較

的よ〈見られるω.また、錦織の分布においても、近江

南部から山械にかけては非常に少なく、尾張、すなわ

ち東海地方から近江湖北にかけて、一つめ大きな分布

地帯を想定することも可能であろう.弥生時代後期に

は、いわゆる来機系の rs字状ロ紋」銭形土器等来海

系のm物がよく流入しており、銅2族の北部における管

な分布も、これら一巡の文化伝織との関係の上で把援

できる.ただ、鍋鍬そのものの生産に関しては、 r i罪

容君s某村」出土等の存在するところから、在地におい

て生広された可能性が非常に強い。銅織は、他の銅製

品と集り、愛知県西志賀貝塚w や・長崎県平戸線郷子免

出土例 のようにJ!事関節、あるいはii1i護骨に打ち込ま

れて出土しており、実用品と考えるべきものであり、

特に、弥生時代後期においては、石2銭の消滅とともに

鉄鍬の普及が考・えられるのであるが、いわば、鉄織の

術足的な立場にあるものと考えてよかろう 。それは、

「伊香郡茶村J 出土例が示すように、まさに、最jfF.休

1IJt!を示すよ うな半製品がそのことを物跨っているもの

と考えられる。また、桜内遺跡においては、石織はも

ちろん、欽鍬の出土はなく、 i単に、銅銭症の出土i立が多

い点、鉄織の補足という以上の立場にあったのかもし

れない。(図中勝弘)

本の錦織のうち、 2本は前者、 32ドは後者の形態を取 注

t)、大中ノ糊・大辰巳遺跡のものは後者の形態を取る。 ① 地名袋~12

さらに、桜内遺跡からは、古噴出土のものに多〈見ら

れる箆被のある錦織が出土している。

次に、分布ょの特徴として、すでに明らかなように

jfr江の北部を中心に出土していることが知れる。この

よとと、伊香1l1l~長の「村名米鮮」の半製品が出土して

いる ζ とと不可分の関係にあるものと忠われる。また

近江における弥生H寺代銅製品の一つである銅鐸が中期

後半を中心に、大体市、草津市、守山市、野洲町、竜

王町と、明磁に分布域を災Fにしている@ことも興味あ

る事実といえよう。特に、近江の錦織は、多〈が後期

に入るものと忠わIL、S間銀カイ姿を7I'iす頃、 i却l北を中心

に、伊香郡「村名未詳」の半製品が示す量産体命1]のも

とに、錦織が生産されている傾向を伺い知ることがで

きるように思う。

弥生時代における近江I;j;、その北部と溺音I~ とでは椴

相を異にするようである。たとえば、鹿製の石鍛は、

畿内北部における弥生時代中期後半を特徴付けるもの
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11 AG.10 

H 必11

H 必 9、及び、大橋信弥氏の御教示による。

11 必 8

11 .No. 7 

11 必 6

1/必 5

1/ ~4 

11 ~2 

11 JA. 3 

IJ JA.l.北陵自動.J.ji道建鍛工事に{半い、昭和

52年度より発御調査を災施しておっ、現在、努15次

官J.1:ftを笑b"&中である.

⑬ 王者野泰樹 r<特集〉近江出土の鋼鍔J( r滋賀文化

財だよリ』必29、昭和54年)

⑬ 『海lJiI.Y線関係遺跡調査報告m.l (滋賀県教育委只

会、昭和48年)

- 3 -



⑮ 森本六溺r臼本錦織要完成表J(rJ京都帝国大学文学部 ⑬ 届藤沢一夫 r尾被磁志賀発見の錦織J(r考古学』第

考古学研究報告』第 7冊、大正1l~) 5巻郷4号、昭和 9年)

~ ~ 

5 

~ 2 

‘ 
3 

• ー‘ご国E・-4 

三三子てコ 二27三ミト 0・
7 s 

国 3近江出土の錦織(1 .大辰巳遺跡.2.十里町遺跡， 3.西野遺跡， 4.嶋田遺跡， 5・6.s良部遺跡， 7.伊香邸茶)

繍尺{孟 1-3・5・61i%. 4・7Iま豹~. 5・61立写真をトレース

滋賀県錦織出土地名袋

~ 進 跡 名 F先 ~f Jtll 出土 ift~ 個数 lゆ j問 文 耐え

1 fie 内 遺 跡 伊君子書官余呉町地Z口前長内 包含層・鴻 12 弥生後JIII 本軍駐

2 伊香~U匹所 1 弥生後蛾 本将司賢奪 r近江出土の14形5rr2銅)器J
(r者ー古学縫Z事J63 3，昭

3 近江国茶所 1 弥生後期 間上

4 十虫町遺跡 長浜市十宮町十五坪 望量 t采 1 r~司遺跡・十.!I!町遺跡aam52dE)械傍，'J
(長浜市教背後只会.

r国.if'i8号線袋i兵パイパスnlB盛遺跡
5 嶋 問 i盤 跡 Jli兵布大成~lIIr 包含熔 1 側主E報告容J(滋賀腕品数f1~以会.昭

48 

弥生
IJ、江康雄「長浜平野における弥生式

6 大辰巳遺跡 長浜市大辰巳町 包含1O 1 
中邸u.t>t 文化の展開J (京高官学公大惨学級割高

7号)

F矢倉川中小河川改修に伴う人if内
7 入江内湖西野遺跡 坂凶郡米l原町国Ij1lj野 包含局 湖西野澄跡発』邸調盗事量符¥!fJ(l鎗賀県

4聖育委員会.昭52)
一

8 大中/湖 iftlf 高官S主総安土町下ft繍4草刈 包含町通 5 弥生 r大中の湖il'tlfJ(滋賀民俗学会.昭
中100~tr~ド 43) 

9 服 都 II j':事 守山市服部町 5 協下'色 rJlll都遺跡発1a純資限1，0益f曾事』38(;滋賀県敬
中-{量IU) 行委民会.昭54)・大 氏御敏示

10 jfi 分 古 I伐 Jjt i1tJli jfi分'Ne 内 !;t 10t，c ri盤賀県史蹟名勝突然記念物紙s{{製ll』) 
(滋賀県史 ・名 ・::R例議会.

11 .k ~鹿山古-!It 滋賀~~ぶ貧困I小野山 前方後肉m 5 
梅原米治「近江和iI村の言it.n~期符修
に太線山古墳についてーJ(r人
雄総J37-8，昭 } 

12 tl鉱 山吉境 書官生部安土町宮i担 前方後同級 30 
悔s¥末t合「安土o.fl山古tnJ('i益l¥
諸島史mDUf報告書J7. Os13) 
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